





























比較して朝鮮半島との関係史を詳 しく教えないのか､筆者自身の経験を通 して感 じてきた















るアンケー ト調査｣ を行なった｡調査の目的は､学校における歴史教育のあ り方が東アジ
ア関係史についての知識や意識をどのように形成するか､調べることにある｡ 実施方法 と
対象人数は以下の通 りである｡
4大学合計391名 (A大学212名 ･B大学123名 ･C大学30名 ･D大学26名)に対 して､
2005年 6月に実施 した｡いずれもどちらかといえば文系学部の学生である｡ A大学 とB大
てもらった｡C大学 とD大学においては､用紙を配布 して各自の空いた時間に適宜記入 し
てもらい回収 した｡年齢構成は次のとお りである｡18歳33名 (8.4%)､19歳78名 (19.9%)､
20歳182名 (46.5%)､21歳68名 (17.4%)､22歳21名 (5.4%)､23歳以上 9名 (2.3%)｡ 高
校時代の歴史科 日の選択状況は､ 日本史A83名 (21.2%)､日本史B156名 (39.9%)､世界
史A140名 (35,8%)､世界史B174名 (44.5%)であった｡
高等専門学校においては､ 1-3年生の全生徒にアンケー ト用紙を配布 し､空いた時間
に適宜記入 してもらい､298名から回収 した (回収率約 6割)｡2005年 7月に実施 した｡学
年構成は､ 1年生95名､ 2年生81名､ 3年生122名である｡ この高専では 1年生では歴史授




















対 中 国 大学生 高専生 対朝鮮半島 大学生 高専生
遣 唐 使 179(45.8) 105(35.2) 百 済 77(19.7) 47(15.8)
遠 隔 使 171(43.7) 94(31.5) 新 羅 49(12.5) 34(ll.4)
稲 作 83(21.2) 38(12.8) 渡 来 人 41(10.5) 49(16.4)
漢 字 52(13.3) 15(5.0) 白 村 江 の 戦 い 38(9.7) 26(8.7)
渡 .来 人 49(12.5) 66(22.1) 仏 教 37(9.5) 27(9.1)
魂 志 倭 人 伝 43(ll.0) ll(3.7) 稲 作 24(6.1) 27(9.1)
仏 教 40 21 高 麗 15 1
(10.2) (7.0) (3.8) (0.3)
青 銅 (器) 30(7.7) 12(4.0) 加薙 .伽 邪 .任 那 14(3.6) 19(6.4)
卑 弥 呼 28(7T2) 23(7.7) (大 陸) 文 化 12(3.1) 9(3.0)
そ の 他 484 323 そ の 他 163 93
合計単語数 (延べ) 1,248 741 合計単語数 (延べ) ,519 373
回 答 人 数 333 237 回 答 人 数 189 165
平 均 語 数 3.19 2.49 平 均 語 数 1.33 1.25
(合計単語数/全人数) (合計単語数/仝人数)








































表 2は､明治期から昭和21年の教科書､昭和36(1961)年 ･同46(1971)年 ･同58






























＼＼ 発行or検定年記事 ＼ 明 明 明 明 明 明 明画 画 明 画 明 大 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 平辛
治 治 治 治 治 治 治 治治 治治正 和 刺 和 初 和 刺 刺 成 成
812141620202126273437439 9151821364658 413
朝鮮辛良関係 稲作の伝来 大 大 (⊃大 ○(⊃
金属器の伝来 大 ○ 大 (⊃○
崇神朝､任那､来貢す ○○○○⊂)辛
垂仁朝､新羅王子来朝す ○○○○○○~J5'■神功皇后､三韓を征伐 ⊂)○○○○○○○(⊃
新羅王､叛かぬ(貢献を欠かさぬ)ことを神功皇后に誓う ○ ⊂) ○○○○(⊃⊂)(⊃○○
百済､阿直岐を遣わす ○(⊃0-○ ○ ○
百済(朝鮮)より儒学伝来(王仁､論語などを持ち来る) ○○○○○○○○○○○(⊃○○○大 ○○○○
三韓(朝鮮半島)より職 人や学 者の渡 来あり学問.技芸の伝来 ) ○ ○ ○(⊃(⊃○○(⊃○(⊃○○
渡来人が朝廷で活躍す る(記録や外交) (⊃ (⊃(⊃○○
仁徳朝､朝貢を絶った新羅を征す ○○ ○ ○大和 廷が任那との関係を深める ○○○○○
筑紫国造 磐井の乱 (⊃○○ (⊃
百済より仏教伝来(仏像.経論を献ず)○○○○○○○ 大 ○(⊃○○○(⊃○ 大 ○○○○○○
百済､易暦などの博士を貢ず ○○○ ○
(6世紀中ごろ)新羅､任那を滅す(大和朝廷､朝鮮半島での勢力 失う) ○○○ ○ (⊃ ○○○○○
欽明朝､新羅を討つが､失敗 (⊃○○ ○











中国関係 稲作の伝来 大 大 ○ 大






雄略朝､呉人来聴 ○○ ○○ ○
遠隔便派遣(小野妹子を派遣) ○○○○○○○○○○(⊃○○○○○○○○○○○
聖徳太子､対等の外交を目指す(国書を送る) ○(⊃ ○ ○○○○○○○ △ △





帰国できなかった遣唐使(阿倍仲麻呂)の存在 ⊃○ (⊃(⊃ ○○ ○○○
唐にならつた律令(制度法律)つくり ○○○(⊃ ○○○○○
唐にならつた都つくり ○ (⊃○ ○○○○○○
唐にならつた貨幣つくり ○○○○○















る｡ 律令を導入するにあたって､日本の実情に即 して中国律令を修正したことは周知の通 り
だが､その際に参考にしたのが新羅の制度であったことが指摘されている(4)｡また､遣唐使
た｡新羅との交渉は日本の律令国家形成に重要な役割を果たしたことがうかがわれる｡
表3 小学校 ･中学校 ･高校の歴史教科書のなかの遣唐使記述
出版社 .ペ一ジ 記. 事 内 容
小学校東京書籍『新編新 しい社会』6上p32-p33 2聖武天皇 と奈 良の大仏 【大陸の文化 を学ぶ】




′J､学校大阪書籍 2貴族の政治 と くら し 【世界 につ なが る文化 と鑑真】
東大寺の止倉院には聖武大畠の持ち物や宝物などが数多 く残されています口そのなかには､インドや西アジアでつ く
られ､遣唐使が小国から持ち帰つたと考えられるものもあります｡このころの中国は､シルクロー ド (絹の道)を通
『小学社会』6 じて､西アジアやヨーロッパとの交流がさかんでした○そのため､日本も中国を通じて､広 く世界の文化とつなが り











p26-p27 【遣唐使 のは るか な旅】






中学校教育出版 第 2章 3古代 国家の発展 【遣唐使 】81杜紀には､朝廷は､唐にたびたび いを送ったo造船や航海の技術が未熟であったため､阿倍仲麻呂のように､船
『中学社会 歴 が難破 して日本に帰れず､唐で 雀 を終えた人もあつたが､遣唐使は､進んだ唐の制度や文化を口本に伝えたoまた､
史 未来をみつ 唐の倍の鑑真のように､苦難のすえ口本に渡来し､仏教の発展につ くした人もあったO
めて』p41 *｢遣唐使船 (復原)｣写真ありO｢遣唐使船の航路｣の図が載せられ ｢朝鮮の新羅や､中国東北部の潮海との間にも､
使節が行き来したo｣との説明ありO
























明治14年 『新編日本略史』 明治16年 『小学国史記事本末』 明治20年 『校正日本小史』
明治21年 『小学校用日本歴史』巻之上 明治37年 『小学日本歴史』一 大正9年 『尋常小学国史』上巻
昭和18年 『初等科国史』上 昭和21年 『くにのあゆみ』
昭和36年 『新しい社会』2 昭和46年 『新 しい社会 歴史的分野』
















是ニ至テ卒ス､仲麿､唐ニ在ル五十余年､身栄貴 ト錐 トモ､帰ヲ恩フ ス､百済ノ軍人ニ潰ユ､豊嘩高麗ニ走






年 シテ入唐留学セシム､業ヲ成ス者多シ､文武帝ノトキ､僧道昭始テ禅 質子豊ニ命シテ王 トナシ､帰テ恢復ヲ
出 学ヲ伝へ､聖武帝ノトキ､安部仲麿遂ニ彼 レニ仕テ左補欠こ至ル､其 閲ラシム､豊敗レ百済仝ク亡ブ､是ニ
版項 後吉備真備僧玄肪 ト共ニ唐二人 リ､真備帰テ右大臣ニ拝ス､桓武帝ノ 於テ1滴1-始テ帰ル､高麗モ亦尋テ亡ブ､
トキ､僧最澄比叡山ヲ創メ､嵯峨帝ノトキ､僧空海高野山ヲ開ク､皆 元明帝ノトキ､高麗帰化ノ民ヲ武蔵ニ
唐二人リ教ヲ伝へシ者ナリ､其他才芸ヲ以 名ヲ彼地ニ播メシ者亦多 移シ聖武帝ノトキ 又新羅ノ人ヲ武蔵
旦 シ､宇多帝ノトキニ至リ､菅原道真奏シテ遣唐使及ヒ留学生ヲ罷ム､ こ置ク､今ノ高麗郡新羅郡是ナリ､仁
編成 蓋シ近時唐国凋弊シ､文華稽 衰ゝへ､且ツ海路険悪ニシテ､往々覆没 明帝承利九年､新羅ノ朝貢旧制ニ遵ハノ患アルヲ以テナリ､而 レトモ僧徒ノ往来スル者後世二重ルマテ絶エ ザルヲ以テ､詔シテ之ヲ倖ム､神功ノ
ズ､嵯峨帝ノ廃太子高岳親王モ亦僧 トナリ唐二人リ､遂ニ酉域ニ赴テ 征韓ヨリ､JL/'ヾ百四十余年ナリ
豪ス ト云フ
明治 【天智ノ中興 大ニ制度ヲ走ム】 【蝦夷粛憤 三韓ヲ伐ツ】









二府 朝政ヲ輔ク､年八十三二シテ寛ズ 【広嗣 ノ乱 聖武､仏 ヲ信 ズ】
育 【都ヲ平安ニ走ム 蝦夷大ニ平グ】 新羅屡々入貢ス､病癖､始メテ､新羅
編 僧ノ最澄 トイ7着､嘗テ入唐シテ､天台ノ教ヲ受ケ､帰リテ､近江ノ ヨリ伝染シ､国人大二死ス
成 比叡山ニ延暦寺ヲ開ク､ ....空海嘗テ唐ニ至リ､真言ヲ伝へ､帰 【寛平ノ治】




明治 【大化 ノ新政】 【大化 ノ新政】
























































大 【聖武天皇】 【天智天皇 と藤原鎌足】
正 奈良時代の中にて最も盛なりLは､第四十五代聖武天皇の御代なりo 此の頃支那は唐の代にて､勢甚だ盛な
9 此の頃は唐との交通しげく､世の中大いに開けたりしかば､都も唐の りLが､新羅は其の助をかりて百済を
午発ノミ-.一 風にならひてりつばなるものとなり､宮殿などの建物は壁を白く､柱 ほろぽきんとせ しかば､百済の人人すを赤くぬり､屋根には瓦をふき､人人の風俗もすべて なやかになり くひを朝廷にこ- り○皇太子すなはち
イ丁撃 たり○ 天皇を奉.じて九州におもむきたまひし弘法大師 が､天皇間もなく行宮に崩じ
38 鈴 木 理 恵
国 神童のほまれありし上に､ますます学問にはげみ､遂に桓武天皇の御 十八代天智天皇これなりo天皇兵を出
定入野王義 代に､唐に渡 りて仏教を学び､三年の後かヘ りて､我が国に真言宗を して百済をすくはしたまひしに､我が
伝-たり○ 単利をうしなひ､百済は程なくほろびしかば､天皇はながく我が軍を海外に労することの不利なるを見たまひ､遂に之 引上げしめたまへ りoついで高麗もまた唐にほろぼされ､新羅 とり威をふるふ 至 り､こ より朝鮮は全く我が国より れたり○されど唐とは此の後も 交を絶たぎ きo















行 い阿倍仲麻呂は､わづか十六歳で支那へ渡 り､その名を唐にとどろか し､新羅も､前どはりみつぎ物をたて
第 しましたo帰 りに船が吹き流されて､なつかしい奈良をふたたび見る まつりました(,
































項 百済のことで､一時あらそった､わが国と唐とは､またぢきに仲よく せつである､とお考へになり､兵をおなりましたOもとのやうにわが国から､唐-遣唐使が行き､唐からも 引きあげになりましたoここでわが国





































昭 【遣唐使】 【新羅 の統一】
刺 唐文化の輸入に大きなやくわりをはたしたのは､遣簡便にひきつづい 朝鮮半島では､新羅の勢力が強くなり､
3 6 て大陸につかわされた遣唐使である.遣唐使や留学生たちは､豊里皇 唐と結んで高句麗や百済をほろほし､
午検 化を学びとる熱意にもえ､小さな船で荒海を乗りこえ､数か月もかかつ 朝鮮を統一した○わが国は百済を助けるために朝鮮に兵を出したが､唐と新で長安の都におもむいたo




童 二品 使は停止されたo唐はそののちしだいに勢力が弱って､907年にほろ おこつたoぴ､10世紀のなかばすぎに､末が乱れた中国を統一したo






4 6午塗 鑑真のように､盲目になってもなおくじけずに､唐から日本にわたつ 力をそそぐことになり､やがて､中大















40 鈴 木 理 恵









走東 【仏教 の新 しい動 き】
9世紀の初め､唐から帰国した最澄 (伝教大師)と空侮 (弘法大師)
は､仏教の新 宗派を伝えた○


















東京｣十 【仏教 のあた らしい動 き】
9世紀のはじめ､唐から帰国した最澄 (伝教大師)と空毎 (弘法大師)
は､仏教の新 しい宗派を伝えた○









成 奈良時代になると､朝廷は､唐の制度や文化を取 り入れようと､遣唐 朝鮮半島では､新羅が唐 と結んで､百
13午檎 億をたびたび中国に送ったので､都では､仏教と唐の文化の影響を強 活や高句麗をほろはしました0日本はく受けた文化が栄えまし oこの文化 聖武天皇 天平年間に最 も 百済を助けるために大軍を送 りました
ノ∫′疋 栄えたので､天平文化 とよばれています‖ が､唐 .新羅の連合軍に敗れ(白村江
東京 東 アジアの変化 と遣唐使 の停止 の戦い)､型箪生島垂 ら手を引きまし平安時代の前期には､唐を中心 とする東アジアの世界も大きく変わり 左○そののち､新羅は､唐の軍隊をも
葺 ました○唐では国内が乱れ､9世紀にはその勢力が急速におとろえた 追い出して､朝鮮半島を統一しましたo
(註)(1)斜線/ は改行 を示す｡















































42 鈴 木 理 恵
月半の短期間で執筆された｡｢暫定案｣そのものが第6期国定教科書の域を出ていなかった
のである(7)から､『くにのあゆみ』の文章が第6期の文章に似ているのも当然だろう｡
























































ど｡古代に関しては､李進黙 ｢原始時代 と四､五世紀の日韓関係上 金達寿 ｢古代国家
の形成と ｢帰化人｣｣(ともに金達寿 ･妾在彦 ･李進黙 ･妾徳相 『教科書に書かれた朝
鮮』､講談社､1979年)､李成市 ｢日韓歴史教科書の古代史叙述をめぐって｣(歴史学研
究会編 『歴史教科書をめぐる日韓対話一 日韓合同歴史研究シンポジウム』(大月書店､
2004)など｡勅使河原彰 『歴史教科書は古代をどう描いてきたか』 (新 日本出版社､
2005)は古代史叙述に焦点をあてているが朝鮮半島との関係史については扱っていない｡
(3) 東京書籍 『新 しい社会歴史』､教育出版 『中学社会歴史 未来をみつめて』､大阪書籍
『中学社会歴史的分野』､帝国書院 『社会科中学生の歴史 日本の歩みと世界の動き』､
日本書籍新祉 『わたしたちの中学社会 歴史的分野』､清水書院 『新中学校歴史 日本
の歴史と世界』､日本文教出版 『中学生の社会科 歴史 日本の歩みと世界』､扶桑社





1997)､鈴木理恵 ｢大陸文化の受容と日本文化の形成｣(辻本雅史 ･沖田行司編 『教育
社会史』山川出版社､2002)｡
(5) 海後宗臣編 『日本教科書大系 近代編』第20巻 (歴史3)(講談社､1962)､603ページ｡
(6)(7) 家永三郎編 『｢くにのあゆみ｣編纂始末』(民衆社､2001)､60､58ページ｡
(8) 李成市 ｢古代史にみる国民国家の物語｣(『世界』611号､1995)､同 『束アジアの王権
と交易』(青木書店､1997)0
44 鈴 木 理 恵
(9) 他社の中学校歴史教科書では同様の表現は使われていない場合が多い｡
(10) 田島公 ｢遣唐使はなぜ派遣されたか｣(吉村武彦 ･吉岡真之編 『争点日本の歴史』3古
代編Ⅱ､新人物往来社､1991)､313ページ｡
(ll) 専修大学 ･西北大学共同プロジェクト編 『遣唐使の見た中国と日本』(朝日新聞社､
2005)｡厳耕望 ｢新羅留唐学生与僧徒｣(『唐史研究叢考』新亜研究所､1969)｡
(12) 権悪永 『古代韓中外交史一遣唐使研究-』(-潮閣 (ソウル)､1997)､P.305-P.325
付録 ｢三園時代 1遣唐使｣｡李成市 ｢新羅における遣唐使の特徴｣(遣唐使 ｢井真成｣
墓誌発見記念日中共同シンポジウム ｢束アジアの文化交流を考える｣､2005)｡
※ 本稿は､平成17年度長崎大学高度化推進経費による成果の一部である｡
